
紅葉も色づき始め、日中と朝晩の寒暖差が激しく体調を崩しやすい季節となってきましたね。 

子どもたちから遠足やお芋掘りなど秋のイベントお話を聞く機会も多く、秋を感じながら普段の 

園生活の様子も伺えてうれしく思います。 

発達支援センターでも子どもたちとトンボやりんごなど秋の製作を行い、写真に収め掲載して 

いるので裏面をぜひご覧ください。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
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武藤 AM 休み 
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乳幼児健診 

30 12/1 2  

２０２３年１１月号

号 

１１月の予定

 

子ども発達支援センターTEL：0123-76-7360 

 



 

みんなの作品 
 

９月の１か月で発達支援センターの 

子どもたちが作った作品です！ 
秋をイメージしてトンボや落ち葉、 
ミノムシ・りんごを作り、 

後ろの木も子どもたちに絵の具を使用して 

色付けしてもらいました！ 

みんなの作品が集まると、とてもにぎやかで 

秋を感じる壁面になりました！                        （９月２９日撮影） 

１０月の作品もお楽しみに～！                          

 

絵本の読み聞かせによる５つの効果 をご紹介！ 

・子どもの心が安定する。 

読み聞かせの時には、絵本を一緒に読むため子どもはぬくもりを感じ、リラックスするとともに愛情を感じるこ

とができます。こうした時間は、子どもの心の安定に重要な役割を果たします。親子の絆が深まるとともに、自

己肯定感が高まり、人生でさまざまなことにチャレンジする土台が作られるでしょう。 

・想像力が生まれる。 

想像力とは、「目に見えないものやこれから起こるだろうことを頭の中に思い描く力」想像力があると、相手の

気持ちや言葉の背景を想像しやすくなり、思いやりを持って人と接することができるようになります。 

・言語能力が高まる。 

絵本には、子どもにとって新しい言葉や表現がたくさん出てきます。知っている言葉や表現が増え、文章の意味

が分かるようになるということは、言語能力が高まるということにつながります。 

・感情が豊かになる。 

絵本を読むことで、子どもは登場人物に共感し、喜んだり、怒ったり、悲しんだりなどさまざまな感情を疑似体

験することができます。いろいろな感情表現を知ることで、子どもは自分が感じている気持ちがどのようなもの

かがわかり、感情表現をしやすくなります。 

・集中力が上がる。 

最初は短い時間しか集中できなくても、日々読み聞かせを続けていけば、徐々に集中力が鍛えられ、最後までじ

っと聞くことができるようになります。 

 

                               参考：きずなネット よみもの Web  


